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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　無線周波数（ＲＦ）入力信号の第１のキャリア信号を増幅するように構成された第１の
増幅器段と、ここにおいて、前記第１の増幅器段が、キャリアアグリゲーション動作モー
ドをサポートするように構成される、
　前記ＲＦ入力信号の第２のキャリア信号を増幅するように構成された第２の増幅器段と
、ここにおいて、前記第２の増幅器段が、デュアル加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デュ
アルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作モードで、ページング信号を検出するために前記第２の
キャリア信号を増幅するように構成される、
　抵抗容量性（ＲＣ）ネットワーク、ここで、前記ＲＣネットワークが、前記第１の増幅
器段に結合された、及び前記第２の増幅器段に結合された第１の端子を含み、前記ＲＣネ
ットワークが、容量要素に結合された抵抗要素を含み、前記ＲＣネットワークが、前記Ｒ
Ｆ入力信号を受信し、制御入力に応答して前記ＲＦ入力信号に接地への経路を与えるよう
に構成され、ここにおいて、前記接地への経路を与えることは、前記第１の増幅器段が有
効にされるかどうかに基づいて、前記第２の増幅器段のインピーダンスを変更することを
備える、と、
　を備え、前記装置は、第１の負荷回路と第２の負荷回路とをさらに備え、ここにおいて
、前記第１の増幅器段が、前記第１の増幅器段の出力を前記第１の負荷回路に結合する第
１のスイッチと、前記第１の増幅器段の前記出力を前記第２の負荷回路に結合する第２の
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スイッチとを含む、装置。
【請求項２】
　前記第２の増幅器段が、前記第２の増幅器段の出力を前記第１の負荷回路に結合する第
３のスイッチと、前記第２の増幅器段の前記出力を前記第２の負荷回路に結合する第４の
スイッチとを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記ＲＣネットワークが、
　接地に結合された第２の端子と、
　制御入力を受信するように構成された第３の端子と
　をさらに含み、前記第１の端子が、ＲＦ入力ノードにさらに結合される、請求項１に記
載の装置。
【請求項４】
　前記ＲＣネットワークが、スイッチングデバイスをさらに含み、前記容量要素が、前記
スイッチングデバイスと接地とに結合され、前記スイッチングデバイスが、制御入力に応
答し、および前記第１の増幅器段が有効にされるかどうかに基づいて前記第２の増幅器段
のインピーダンスを変更するように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第１の増幅器段および前記第２の増幅器段が、低雑音増幅器（ＬＮＡ）中に含まれ
、ここにおいて、前記ＬＮＡが、前記第１の増幅器段が有効にされるかどうかから独立し
て前記第２の増幅器段を有効にするように構成可能である、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記第１の増幅器段および前記第２の増幅器段が、前記第１の増幅器段および前記第２
の増幅器段が有効にされる第１のモードで動作し、および第２のモードで動作するように
構成された低雑音増幅器（ＬＮＡ）中に含まれる、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記第２のモードで、前記第１の増幅器段が無効にされている間に、前記第２の増幅器
段が有効にされる、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１の増幅器段の入力と前記第２の増幅器段の入力との間の交流（ＡＣ）結合を与
えるように構成されたキャパシタをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記第１の増幅器段に結合された第１のバイアス回路と、前記第２の増幅器段に結合さ
れた第２のバイアス回路とをさらに備え、前記第１の増幅器段が、第１の利得を与えるよ
うに構成され、前記第２の増幅器段が、前記第１の利得とは異なる第２の利得を与えるよ
うに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記ＲＣネットワークが、制御入力を受信するように構成されたトランジスタをさらに
含み、前記トランジスタが、前記制御入力を受信するように結合されたゲートと、前記容
量要素に結合されたソースと、前記抵抗要素に結合されたドレインとを含む、請求項１に
記載の装置。
【請求項１１】
　前記第１の増幅器段がディジェネレーション回路を介して接地に結合され、前記第２の
増幅器段が接地に直接結合された、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　方法であって、
　第１の増幅器段の入力と第２の増幅器段の入力とにおいて入力信号を受信すること、こ
こで、前記第１の増幅器段が、無線周波数（ＲＦ）入力信号の第１のキャリア信号を増幅
するように構成され、ここにおいて、前記第１の増幅器段が、キャリアアグリゲーション
動作モードをサポートするように構成され、前記第２の増幅器段が、前記ＲＦ入力信号の
第２のキャリア信号を増幅するように構成される、と、
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　前記第１の増幅器段の出力を第１の負荷回路に結合するための第１のスイッチを有効に
することと、
　前記第１の増幅器段の前記出力を第２の負荷回路に結合するための第２のスイッチを有
効にすることと、
　前記第１の増幅器段に結合された、及び前記第２の増幅器段に結合された第１の端子を
含む抵抗容量性（ＲＣ）ネットワークにおいて、制御入力を受信すること、ここで、前記
ＲＣネットワークが、前記ＲＦ入力信号を受信し、前記制御入力に応答して前記ＲＦ入力
信号に接地への経路を与え、ここにおいて、デュアル加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デ
ュアルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作モードで、前記第１の増幅器段は、前記第１の増幅器
段が有効にされたときに、第１のキャリア信号を増幅するように構成され、前記第２の増
幅器段は、ページング信号を検出するために第２のキャリア信号を増幅するように構成さ
れ、ここにおいて、前記接地への経路を与えることは、前記第１の増幅器段が有効にされ
るかどうかに基づいて、前記第２の増幅器段のインピーダンスを変更することを備える、
と
　を備える、方法。
【請求項１３】
　前記第２の増幅器段の出力を第１の負荷回路に結合するための第３のスイッチを有効に
することと、
　前記第２の増幅器段の前記出力を第２の負荷回路に結合するための第４のスイッチを有
効にすることと
　をさらに備える、請求項１２に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その内容全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、同一出願
人が所有する、２０１４年５月２２日に出願された米国仮特許出願第６２／００１，６５
７号、および２０１５年３月４日に出願された米国非仮特許出願第１４／６３８，９６３
号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に電子機器に関し、より詳細には、送信機および受信機に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]無線周波数（ＲＦ）トランシーバでは、通信信号が、一般に、時に受信チェーン
と呼ばれる受信回路要素によって、受信されダウンコンバートされる。受信チェーンは、
一般に、通信信号中に含まれている情報を復元するために、受信フィルタ、低雑音増幅器
（ＬＮＡ：low noise amplifier）、ミキサ、局部発振器（ＬＯ）、電圧制御発振器（Ｖ
ＣＯ）、ベースバンドフィルタ、および他の構成要素を含む。トランシーバは、別のトラ
ンシーバにおける受信機への通信信号の送信を可能にする回路要素も含む。トランシーバ
は、一般に周波数バンドと呼ばれる、複数の周波数範囲にわたって動作することが可能で
あり得る。その上、同じ周波数バンド中にあり得るが、周波数が重複しないことがある、
不連続キャリア（non-contiguous carriers）と呼ばれる構成であり得る複数のキャリア
信号を使用して動作するように、単一のトランシーバが構成され得る。
【０００４】
　[0004]いくつかの事例では、単一の送信機または受信機が、複数の送信周波数および／
または複数の受信周波数を使用して動作するように構成される。受信機が２つまたはそれ
以上の受信信号を同時に受信することが可能であるように、２つまたはそれ以上の受信経
路が同時に動作させられ得る。そのようなシステムは「キャリアアグリゲーション（carr
ier-aggregation）」システムと呼ばれることがある。「キャリアアグリゲーション」と
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いう用語は、インターバンドキャリアアグリゲーションおよびイントラバンドキャリアア
グリゲーションを含むシステムを指すことがある。イントラバンドキャリアアグリゲーシ
ョンは、同じ通信バンド中の２つの別個のキャリア信号の処理を指す。インターバンドキ
ャリアアグリゲーションは、異なる通信バンド中にある２つの別個のキャリア信号の処理
を指す。
【０００５】
　[0005]キャリアアグリゲーション能力を有するトランシーバの可能な用途のうちの１つ
は、異なる通信規格、たとえば、ＣＤＭＡおよびＧＳＭ（登録商標）を使用する異なるワ
イヤレスネットワークからの複数の信号の受信である。そのようなシステムは、デュアル
加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デュアルスタンバイ（ＤＳＤＳ：dual subscriber iden
tity module dual standby）システムと呼ばれる。ＤＳＤＳ能力を達成する１つの手法は
、ＬＮＡの従来のＣＡ動作をサポートするために主増幅器を使用し、ＤＳＤＳページング
信号を受信するのをサポートするために補助の高インピーダンス増幅器を使用する。従来
のＣＡ動作では、２つのキャリアは、受信電力に関してある程度まで平衡が取れていると
仮定されるが、ＤＳＤＳ動作の場合、ページング信号は別の基地局から受信され得、その
場合、２つのキャリア、ＣＡ１およびＣＡ２は異なる電力レベルを有し得る。補助ＬＮＡ
は従来、主ＬＮＡの通常動作への補助ＬＮＡの影響を低減するために、主ＬＮＡと比較し
て高い入力インピーダンスを有する。残念ながら、このことは、主たる受信信号がない場
合でも、補助の高インピーダンス増幅器がＤＳＤＳページング信号を受信するために使用
中である間、入力整合を維持するために、主増幅器がオンであることを必要とする。主た
る受信信号がないときに主ＬＮＡよって消費される電力は、デバイスの有効なバッテリー
寿命を低減し得る。
【０００６】
　[0006]図において、別段に規定されていない限り、様々な図の全体を通して、同様の参
照番号は同様の部分を指す。「１０２ａ」または「１０２ｂ」のような英文字名称をもつ
参照番号について、英文字名称は、同じ図中に存在する２つの同様の部分または要素を区
別し得る。参照番号が、すべての図において同じ参照番号を有するすべての部分を包含す
るものとする場合、参照番号に対する英文字名称は省略され得る。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】[0007]ワイヤレス通信システムと通信するワイヤレスデバイスを示す図。
【図２Ａ】[0008]図１のワイヤレスデバイスによって使用され得る連続イントラバンドキ
ャリアアグリゲーション（ＣＡ）の一例を示すグラフの図。
【図２Ｂ】[0009]図１のワイヤレスデバイスによって使用され得る不連続イントラバンド
ＣＡの一例を示すグラフの図。
【図２Ｃ】[0010]図１のワイヤレスデバイスによって使用され得る同じバンドグループに
おけるインターバンドＣＡの一例を示すグラフの図。
【図２Ｄ】[0011]図１のワイヤレスデバイスによって使用され得る異なるバンドグループ
におけるインターバンドＣＡの一例を示すグラフの図。
【図３】[0012]図１のワイヤレスデバイス中に含まれ得る構成要素を示すブロック図。
【図４】[0013]図１のワイヤレスデバイス中に含まれ得る増幅器の例示的な実施形態を示
す図。
【図５】[0014]図１のワイヤレスデバイス中に含まれ得る増幅器の別の例示的な実施形態
を示す図。
【図６】[0015]図１のワイヤレスデバイスにおいて実行され得る方法の例示的な実施形態
を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　[0016]「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをするこ
と」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も、
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必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限らない。
【０００９】
　[0017]本明細書では、「アプリケーション」という用語は、オブジェクトコード、スク
リプト、バイトコード、マークアップ言語ファイル、およびパッチのような、実行可能な
コンテンツを有するファイルを含み得る。さらに、本明細書で言及する「アプリケーショ
ン」はまた、開かれる必要があり得るドキュメント、またはアクセスされる必要がある他
のデータファイルのような、本来実行可能でないファイルを含み得る。
【００１０】
　[0018]「コンテンツ」という用語は、オブジェクトコード、スクリプト、バイトコード
、マークアップ言語ファイル、およびパッチのような、実行可能なコンテンツを有するフ
ァイルを含み得る。さらに、本明細書で言及する「コンテンツ」はまた、開かれる必要が
あり得るドキュメント、またはアクセスされる必要がある他のデータファイルのような、
本来実行可能でないファイルを含み得る。
【００１１】
　[0019]本明細書で使用する「スタンドアロン動作」という用語は、低雑音増幅器（ＬＮ
Ａ）のような、増幅器が一度に単一のキャリア信号上で動作することを指し、「同時動作
」という用語は、ＬＮＡのような、増幅器が、同時に２つまたはそれ以上のキャリア信号
上で動作することを指す。
【００１２】
　[0020]図１は、ワイヤレス通信システム１２０と通信するワイヤレスデバイス１１０を
示す図である。ワイヤレス通信システム１２０は、ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ（登録商標））システム、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、モバイル通信用グ
ローバルシステム（ＧＳＭ：Global System for Mobile Communications）システム、ワ
イヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）システム、または何らかの他のワイヤ
レスシステムであり得る。ＣＤＭＡシステムは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標
））、ＣＤＭＡ　１Ｘ、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶＤＯ：Evolutio
n-Data Optimized）、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ：Time Division Synchron
ous CDMA）、またはＣＤＭＡの何らかの他のバージョンを実装し得る。簡単のために、図
１は、２つの基地局１３０および１３２と１つのシステムコントローラ１４０とを含むワ
イヤレス通信システム１２０を示している。概して、ワイヤレス通信システムは、任意の
数の基地局と、ネットワークエンティティの任意のセットとを含み得る。
【００１３】
　[0021]ワイヤレスデバイス１１０は、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局、端末、アクセス端
末、加入者ユニット、局などと呼ばれることもある。ワイヤレスデバイス１１０は、セル
ラーフォン、スマートフォン、タブレット、ワイヤレスモデム、携帯情報端末（ＰＤＡ）
、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータ、スマートブック、ネットブック、
タブレット、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）デバイスなどであり得る。ワイヤレスデバイス１１０はワイヤレス通
信システム１２０と通信し得る。ワイヤレスデバイス１１０はまた、放送局（たとえば、
放送局１３４）からの信号、１つまたは複数のグローバルナビゲーション衛星システム（
ＧＮＳＳ：global navigation satellite system）中の衛星（たとえば、衛星１５０）か
らの信号などを受信し得る。ワイヤレスデバイス１１０は、ＬＴＥ、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭ
Ａ　１Ｘ、ＥＶＤＯ、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＧＳＭ、８０２．１１など、ワイヤレス通信の
ための１つまたは複数の無線技術をサポートし得る。
【００１４】
　[0022]ワイヤレスデバイス１１０は、複数のキャリア上での動作を含む、キャリアアグ
リゲーションをサポートし得る。キャリアアグリゲーションはマルチキャリア動作と呼ば
れることもある。ワイヤレスデバイス１１０は、ローバンド（ＬＢ）周波数バンドグルー
プ（たとえば、１つまたは複数の周波数バンド中に含まれる最高周波数が１０００メガヘ
ルツ（ＭＨｚ）を超えない１つまたは複数の周波数バンドの「バンドグループ」）、ミッ
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ドバンド（ＭＢ）周波数バンドグループ（たとえば、１つまたは複数の周波数バンド中に
含まれる最低周波数が１０００ＭＨｚを超え、１つまたは複数の周波数バンド中に含まれ
る最高周波数が２３００ＭＨｚを超えない１つまたは複数の周波数バンドのバンドグルー
プ）、および／またはハイバンド（ＨＢ）周波数バンドグループ（たとえば、１つまたは
複数の周波数バンド中に含まれる最低周波数が２３００ＭＨｚを超える１つまたは複数の
周波数バンドのバンドグループ）中で動作することが可能であり得る。たとえば、ローバ
ンドは６９８～９６０ＭＨｚをカバーし得、ミッドバンドは１４７５～２１７０ＭＨｚを
カバーし得、ハイバンドは２３００～２６９０ＭＨｚと３４００～３８００ＭＨｚとをカ
バーし得る。ローバンド、ミッドバンド、およびハイバンドは、バンドの３つのグループ
（またはバンドグループ）を指し、各バンドグループは、いくつかの周波数バンド（また
は単に、「バンド」）を含む。いくつかの実装形態では、各バンドは、２００ＭＨｚより
も小さいかまたはそれに等しいバンド幅を有し得、１つまたは複数のキャリアを含み得る
。各キャリアは、ＬＴＥでは最高２０ＭＨｚをカバーし得る。ＬＴＥリリース１１は３５
個のバンドをサポートし、それらのバンドは、ＬＴＥ／ＵＭＴＳバンドと呼ばれ、３ＧＰ
Ｐ（登録商標）　ＴＳ３６．１０１に記載されている。
【００１５】
　[0023]ワイヤレスデバイス１１０は、図４に関してさらに詳細に説明するような、抵抗
容量性（ＲＣ：resistive-capacitive）ネットワークを有する増幅器を含み得る。キャリ
アアグリゲーション動作モードでは、ワイヤレスデバイス１１０は、異なる増幅器段にお
いて異なるキャリア信号を増幅し得る。非キャリアアグリゲーション動作モードでは、ワ
イヤレスデバイス１１０は、互いに並列に動作する複数の増幅器段においてキャリア信号
を増幅し得る。ＲＣネットワークは、キャリアアグリゲーションモードのような、動作モ
ードに基づいて増幅器の入力インピーダンスを選択的に変更するように構成されたスイッ
チングデバイスを含み得る。概して、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）は、２つのタイ
プ、すなわちイントラバンドＣＡとインターバンドＣＡとに分類され得る。イントラバン
ドＣＡは、同じバンド内の複数のキャリア上での動作を指す。インターバンドＣＡは、異
なるバンド中の複数のキャリア上での動作を指す。ワイヤレスデバイス１１０は、ＲＣネ
ットワークを使用する単一の増幅器において、インターバンドおよびイントラバンドキャ
リアアグリゲーションのような、様々なキャリアアグリゲーションモードをサポートし得
る。その結果、より複雑な整合ネットワークを使用する増幅器と比較して、増幅器のチッ
プ面積およびコストが低減され得る。
【００１６】
　[0024]図２Ａは、ローバンドグループ２１０と、ミッドバンドグループ２１２と、ハイ
バンドグループ２１４と、連続イントラバンドキャリアアグリゲーション（ＣＡ）の一例
とを示すグラフの図である。図２Ａに示されている例では、ワイヤレスデバイス１１０は
、ローバンドにおける４つの連続キャリア２１６～２１９で構成される。ワイヤレスデバ
イス１１０は、同じバンドグループ内の４つの連続キャリア２１６～２１９上での送信を
送信および／または受信し得る。ワイヤレスデバイス１１０は、第１の増幅器段２０２と
第２の増幅器段２０４とＲＣネットワーク２０６とを有する、ＬＮＡを含み得る。増幅器
段２０２、２０４は、第１のキャリア２１６に対応する第１のキャリア信号と、第２のキ
ャリア２１７に対応する第２のキャリア信号とを含む入力ＲＦ信号を受信し得る。第１の
増幅器段２０２は、第１のキャリア信号を増幅するように構成され、第２の増幅器段２０
４は、第２のキャリア信号を増幅するように構成される。第２の増幅器段２０４は、第１
の増幅器段２０２と並列に動作する。その結果、ワイヤレスデバイス１１０は、受信され
た信号の第２の部分、第２のキャリア２１７に対応する第２の部分を増幅することと同時
に、受信された信号の第１の部分、第１のキャリア２１６に対応する第１の部分を増幅し
得る。
【００１７】
　[0025]図２Ｂは、不連続イントラバンドＣＡの一例を示すグラフの図である。図２Ｂに
示されている例では、ワイヤレスデバイス１１０は、ローバンドグループ２１０における
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１つのバンド中の４つの不連続キャリアを使用してワイヤレス通信を送信および／または
受信するように構成される。キャリアは、５ＭＨｚ、１０ＭＨｚ、または何らかの他の量
だけ分離され得る。ワイヤレスデバイス１１０は、同じバンド内の４つの不連続キャリア
上での送信を送信および／または受信し得る。
【００１８】
　[0026]図２Ｃは、同じバンドグループにおけるインターバンドＣＡの一例を示すグラフ
の図である。図２Ｃに示されている例では、ワイヤレスデバイス１１０は、ローバンドグ
ループ２１０における２つのバンド２２０、２２２中の４つのキャリアを使用してワイヤ
レス通信を送信および／または受信するように構成される。ワイヤレスデバイス１１０は
、同じバンドグループにおける異なるバンド中の４つのキャリア上での送信を送信および
／または受信し得る。
【００１９】
　[0027]図２Ｄは、異なるバンドグループにおけるインターバンドＣＡの一例を示すグラ
フの図である。図２Ｄに示されている例では、ワイヤレスデバイス１１０は、ローバンド
グループ２１０における１つのバンド中の２つのキャリアと、ミッドバンドグループ２１
２における別のバンド中の２つのキャリアとを含む、異なるバンドグループにおける２つ
のバンド中の４つのキャリアを使用して、ワイヤレス通信を送信および／または受信する
ように構成される。ワイヤレスデバイス１１０は、異なるバンドグループにおける異なる
バンド中の４つのキャリア上での送信を送信および／または受信し得る。
【００２０】
　[0028]図２Ａ～図２Ｄは、キャリアアグリゲーションの４つの例を示している。キャリ
アアグリゲーションは、バンドとバンドグループとの他の組合せについてもサポートされ
得る。
【００２１】
　[0029]図３は、ワイヤレスデバイス３００（たとえば、図１のワイヤレスデバイス１１
０の例示的な実装形態）を示すブロック図である。図３はトランシーバ３２０の一例を示
している。概して、送信機３３０および受信機３５０における信号の調整は、増幅器、フ
ィルタ、アップコンバータ、ダウンコンバータなどの１つまたは複数の段によって実行さ
れ得る。これらの回路ブロックは、図３に示されている構成とは異なって構成され得る。
さらに、図３に示されていない他の回路ブロックも送信機３３０および受信機３５０にお
いて信号を調整するために使用され得る。別段に記載されていない限り、図３、または図
面中の他の図中のいかなる信号もシングルエンドまたは差動のいずれかであり得る。また
、図３中のいくつかの回路ブロックが省略され得る。
【００２２】
　[0030]図３に示されている例では、ワイヤレスデバイス３００は、概して、トランシー
バ３２０とデータプロセッサ３１０とを備える。データプロセッサ３１０は、データおよ
びプログラムコードを記憶するためのメモリ（図示せず）を含み得、概して、アナログお
よびデジタル処理要素を備え得る。トランシーバ３２０は、双方向通信をサポートする送
信機３３０と受信機３５０とを含む。概して、ワイヤレスデバイス３００は、任意の数の
通信システムと周波数バンドとのための任意の数の送信機および／または受信機を含み得
る。トランシーバ３２０の全部または一部分が、１つまたは複数のアナログ集積回路（Ｉ
Ｃ）、ＲＦ　ＩＣ（ＲＦＩＣ）、混合信号ＩＣなどの上に実装され得る。
【００２３】
　[0031]送信機または受信機は、スーパーヘテロダインアーキテクチャまたはダイレクト
コンバージョン・アーキテクチャを用いて実装され得る。スーパーヘテロダインアーキテ
クチャでは、信号が、複数の段において無線周波数（ＲＦ）とベースバンドとの間で、た
とえば、ある段ではＲＦから中間周波数（ＩＦ）に、次いで受信機のための別の段ではＩ
Ｆからベースバンドに、周波数変換される。ダイレクトコンバージョン・アーキテクチャ
では、信号が１つの段においてＲＦとベースバンドとの間で周波数変換される。スーパー
ヘテロダインアーキテクチャおよびダイレクトコンバージョン・アーキテクチャは、異な
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る回路ブロックを使用し、および／または異なる条件を有し得る。図３に示されている例
では、送信機３３０および受信機３５０は、ダイレクトコンバージョン・アーキテクチャ
を用いて実装される。
【００２４】
　[0032]送信経路では、データプロセッサ３１０は、送信されるべきデータを処理し、送
信機３３０に同相（Ｉ）および直交（Ｑ）アナログ出力信号を与える。例示的な実施形態
では、データプロセッサ３１０は、データプロセッサ３１０によって生成されたデジタル
信号を、さらなる処理のためにＩおよびＱアナログ出力信号、たとえば、ＩおよびＱ出力
電流に変換するためのデジタルアナログ変換器（ＤＡＣ）３１４ａおよび３１４ｂを含む
。
【００２５】
　[0033]送信機３３０内で、ローパスフィルタ３３２ａおよび３３２ｂは、前のデジタル
アナログ変換によって生じた望ましくないイメージを除去するために、それぞれ、Ｉおよ
びＱアナログ送信信号をフィルタ処理する。増幅器（Ａｍｐ）３３４ａおよび３３４ｂは
、それぞれ、ローパスフィルタ３３２ａおよび３３２ｂからの信号を増幅し、ＩおよびＱ
ベースバンド信号を与える。アップコンバータ３４０が、送信（ＴＸ）局部発振器（ＬＯ
）信号生成器３９０からのＩおよびＱ　ＴＸ　ＬＯ信号を用いてＩおよびＱベースバンド
信号をアップコンバートし、アップコンバートされた信号を与える。フィルタ３４２が、
周波数アップコンバージョンによって生じた望ましくないイメージならびに受信周波数バ
ンド中の雑音を除去するために、アップコンバートされた信号をフィルタ処理する。電力
増幅器（ＰＡ）３４４が、所望の出力電力レベルを取得するためにフィルタ３４２からの
信号を増幅し、送信ＲＦ信号を与える。送信ＲＦ信号は、デュプレクサまたはスイッチ３
４６を通して送られ、アンテナ３４８を介して送信される。
【００２６】
　[0034]受信経路では、アンテナ３４８は、通信信号を受信し、受信ＲＦ信号を与え、受
信ＲＦ信号は、デュプレクサまたはスイッチ３４６を通して送られ、低雑音増幅器（ＬＮ
Ａ）３５２に与えられる。ＬＮＡ３５２は、スタンドアロンまたは同時のいずれかで、１
つまたは複数のキャリア信号上で動作するように構成された単一のＬＮＡを備え得る。た
とえば、ＬＮＡ３５２は、図２の第２の増幅器段２０４およびＲＣネットワーク２０６と
並列に結合された第１の増幅器段２０２を含み得る。ＬＮＡ３５２は、スタンドアロンま
たは同時のいずれかで、１つまたは複数のキャリア信号上で動作するように構成された２
つまたはそれ以上のＬＮＡを備え得る。
【００２７】
　[0035]デュプレクサ３４６は、ＲＸ信号がＴＸ信号から分離されるように、特定のＲＸ
－ＴＸデュプレクサ周波数分離を用いて動作するように設計される。受信ＲＦ信号は、Ｌ
ＮＡ３５２によって増幅され、所望のＲＦ入力信号を取得するためにフィルタ３５４によ
ってフィルタ処理される。ダウンコンバージョンミキサ３６１ａおよび３６１ｂは、Ｉお
よびＱベースバンド信号を生成するために、フィルタ３５４の出力を、受信（ＲＸ）ＬＯ
信号生成器３８０からのＩおよびＱ　ＲＸ　ＬＯ信号（すなわち、ＬＯ＿ＩおよびＬＯ＿
Ｑ）と混合する。ＩおよびＱベースバンド信号は、データプロセッサ３１０に与えられる
ＩおよびＱアナログ入力信号を取得するために、増幅器３６２ａおよび３６２ｂによって
増幅され、ローパスフィルタ３６４ａおよび３６４ｂによってさらにフィルタ処理される
。図示の例示的な実施形態では、データプロセッサ３１０は、アナログ入力信号を、デー
タプロセッサ３１０によってさらに処理されるべきデジタル信号に変換するためのアナロ
グデジタル変換器（ＡＤＣ）３１６ａおよび３１６ｂを含む。
【００２８】
　[0036]図３では、ＴＸ　ＬＯ信号生成器３９０は、周波数アップコンバージョンのため
に使用されるＩおよびＱ　ＴＸ　ＬＯ信号を生成し、ＲＸ　ＬＯ信号生成器３８０は、周
波数ダウンコンバージョンのために使用されるＩおよびＱ　ＲＸ　ＬＯ信号を生成する。
各ＬＯ信号は、特定の基本周波数をもつ周期信号である。位相ロックループ（ＰＬＬ）３
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９２は、データプロセッサ３１０からタイミング情報を受信し、ＬＯ信号生成器３９０か
らのＴＸ　ＬＯ信号の周波数および／または位相を調整するために使用される制御信号を
生成する。同様に、ＰＬＬ３８２は、データプロセッサ３１０からタイミング情報を受信
し、ＬＯ信号生成器３８０からのＲＸ　ＬＯ信号の周波数および／または位相を調整する
ために使用される制御信号を生成する。
【００２９】
　[0037]ワイヤレスデバイス３００は、ＣＡをサポートし得、（ｉ）異なる周波数におけ
る複数のダウンリンクキャリア上で１つまたは複数のセルによって送信された複数のダウ
ンリンク信号を受信し、および／あるいは（ｉｉ）複数のアップリンクキャリア上で１つ
または複数のセルへの複数のアップリンク信号を送信し得る。
【００３０】
　[0038]図４に、図１～図２のワイヤレスデバイス１１０のような、ワイヤレスデバイス
に組み込まれ得る、ＬＮＡ４１０のような増幅器およびトランスフォーマ回路４００の例
示的な実施形態を示す。ＬＮＡ４１０は、図３のＬＮＡ３５２に対応し得る。ＬＮＡ４１
０は、図２～図３の第１の増幅器段２０２に対応し得る、主ＬＮＡ４１２のような、第１
の増幅器段を含む。ＬＮＡ４１０はまた、図２～図３の第２の増幅器段２０４に対応し得
る、補助ＬＮＡ４１４のような、第２の増幅器段４０４を含む。ＬＮＡ４１０は、（たと
えば、図３のデュプレクサまたはスイッチ３４６から）接続４１６を介して無線周波数（
ＲＦ）入力信号（ＲＦ＿ｉｎ）を受信するように構成される。主ＬＮＡ４１２はディジェ
ネレーション回路（たとえば、ディジェネレーションインダクタ４３２）を介して接地に
結合され、補助ＬＮＡ４１４は直接接地に結合される。ＬＮＡ４１０はまた、入力ノード
４１８に結合された、図２～図３の抵抗容量性（ＲＣ）ネットワーク２０６のような、Ｒ
Ｃネットワーク４５０を含む。ＲＣネットワーク４５０は、抵抗要素（たとえば、抵抗器
４５３）と、抵抗要素および少なくとも１つのインピーダンス要素（たとえば、キャパシ
タ４５４）に結合されたトランジスタ４５２のような、スイッチングデバイスとを含む。
抵抗要素および少なくとも１つのインピーダンス要素は、主ＬＮＡ４１２が無効にされる
とき、補助ＬＮＡ４１４に入力インピーダンス整合を与えるように構成される。
【００３１】
　[0039]入力整合回路４２５は、接続４１６と入力ノード４１８との間に結合される。入
力整合回路４２５は、キャリアアグリゲーションモードおよび非キャリアアグリゲーショ
ンモードで、主ＬＮＡ４１２の動作中に入力インピーダンス整合を与えるように構成され
得る。補助ＬＮＡ４１４が増幅器４１０に（すなわち、主ＬＮＡ４１２に）高い入力イン
ピーダンスを与えるので、入力整合回路４２５は、補助ＬＮＡ４１４がアクティブである
かどうかから独立して、主ＬＮＡ４１２がアクティブである間、有効入力インピーダンス
整合を与え得る。
【００３２】
　[0040]第１の増幅器段（たとえば、主ＬＮＡ４１２）は、入力ノード４１８に結合され
、第１のキャリア信号を増幅するように構成され、第２の増幅器段（たとえば、補助ＬＮ
Ａ４１４）は、入力ノード４１８に結合され、第２のキャリア信号を増幅するように構成
される。たとえば、補助ＬＮＡ４１４は、デュアル加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デュ
アルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作モードで、ページング信号を検出するために第２のキャ
リア信号を増幅するように構成され得る。主ＬＮＡ４１２は、第１の利得を与えるように
構成され得、補助ＬＮＡ４１４は、第１の利得とは異なる第２の利得を与えるように構成
され得る。
【００３３】
　[0041]主ＬＮＡ４１２は、主利得トランジスタ４２０と、第１のカスコードトランジス
タ４２４のような、第１のスイッチと、第２のカスコードトランジスタ４２６のような、
第２のスイッチとを備える。主利得トランジスタ４２０のソースは、ディジェネレーショ
ンインダクタ４３２に結合される。ディジェネレーションインダクタ４３２は、主利得ト
ランジスタ４２０にソースディジェネレーションを与える。主利得トランジスタ４２０の
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ドレインは、第１のカスコードトランジスタ４２４のソースと、第２のカスコードトラン
ジスタ４２６のソースとに結合される。第１のカスコードトランジスタ４２４のドレイン
は、第１のトランスフォーマ４６２のような、第１の負荷回路に結合される。
【００３４】
　[0042]例示的な実施形態では、第１のトランスフォーマ４６２は、第１のカスコードト
ランジスタ４２４のドレインからのシングルエンドＣＡ１　ＲＦ出力信号（ＣＡ１＿ＲＦ
ｏｕｔ）を、第１のダウンコンバータ（図示せず）に与えられる差動信号出力に変換する
ように構成される。第２のカスコードトランジスタ４２６のドレインは、第２のトランス
フォーマ４６４のような、第２の負荷回路に結合される。例示的な実施形態では、第２の
トランスフォーマ４６４は、第２のカスコードトランジスタ４２６のドレインからのシン
グルエンドＣＡ２　ＲＦ出力信号（ＣＡ２＿ＲＦｏｕｔ）を、第２のダウンコンバータ（
図示せず）に与えられる差動信号出力に変換するように構成される。
【００３５】
　[0043]例示的な実施形態では、主ＬＮＡ４１２は、接続４１６上の無線周波数（ＲＦ）
入力信号について低入力インピーダンス（ＬＺ）（たとえば、５０オーム程度）を呈する
ように構成され得る。例示的な実施形態では、第１のカスコードトランジスタ４２４は、
それのゲート上のイネーブル信号、ｍａｉｎ＿ｅｎａ＿ＣＡ１に応答し、第２のカスコー
ドトランジスタ４２６は、それのゲート上のイネーブル信号、ｍａｉｎ＿ｅｎａ＿ＣＡ２
に応答する。別個のカスコードトランジスタ４２４および４２６は、ＣＡおよび非ＣＡ機
能をサポートするための「スプリットカスコード」アーキテクチャと呼ばれることがある
。例示的な実施形態では、ＣＡ１信号およびＣＡ２信号は、電力レベルに関して平衡が取
れていると仮定される。
【００３６】
　[0044]キャパシタ（Ｃｇｓ）４２５は、外部キャパシタであり得、主利得トランジスタ
４２０のゲートを主利得トランジスタ４２０のソースに結合し得る。例示的な実施形態で
は、Ｃｇｓ４２５のキャパシタンスは、入力信号ＲＦｉｎに対するＬＮＡ４１０の「最適
」な、または、そうでなければ改善された入力整合を与えるように構成可能にされ得る。
たとえば、Ｃｇｓ４２５は、ＬＮＡ４１０が第１の周波数バンド中の信号を増幅するよう
に構成されるときは第１の値にプログラムされ、ＬＮＡ４１０が第２の周波数バンド中の
信号を増幅するように構成されるときは第２の値にプログラムされ得る。たとえば、Ｃｇ
ｓ４２５は、Ｃｇｓ４２５を特定のキャパシタンスに設定するために、選択的に主利得ト
ランジスタ４２０のゲートに結合されるかまたはそれから分離され得る、複数の容量要素
を含み得る。
【００３７】
　[0045]補助ＬＮＡ４１４は、補助利得トランジスタ４３０と、第１の補助カスコードト
ランジスタ４３４のような、第３のスイッチと、第２の補助カスコードトランジスタ４３
６のような、第４のスイッチとを備える。補助利得トランジスタ４３０のソースは接地に
結合される。補助利得トランジスタ４３０のドレインは、第１の補助カスコードトランジ
スタ４３４のソースと、第２の補助カスコードトランジスタ４３６のソースとに結合され
る。第１の補助カスコードトランジスタ４３４のドレインは、第１のトランスフォーマ４
６２に結合される。例示的な態様では、第１の補助カスコードトランジスタ４３４は、そ
れのゲートにおけるイネーブル信号、ａｕｘ＿ｅｎａ＿ＣＡ１に応答し、第２の補助カス
コードトランジスタ４３６は、それのゲートにおけるイネーブル信号、ａｕｘ＿ｅｎａ＿
ＣＡ２に応答する。
【００３８】
　[0046]例示的な実施形態では、第１のトランスフォーマ４６２は、第１の補助カスコー
ドトランジスタ４３４のドレインからのシングルエンドＣＡ１　ＲＦ出力信号（ＣＡ１＿
ＲＦｏｕｔ）を、第１のダウンコンバータ（図示せず）に与えられる差動信号出力に変換
するように構成される。第２の補助カスコードトランジスタ４３６のドレインは、第２の
トランスフォーマ４６４に結合される。例示的な実施形態では、第２のトランスフォーマ
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４６４は、第２の補助カスコードトランジスタ４３６のドレインからのシングルエンドＣ
Ａ２　ＲＦ出力信号（ＣＡ２＿ＲＦｏｕｔ）を、第２のダウンコンバータ（図示せず）に
与えられる差動信号出力に変換するように構成される。交流（ＡＣ）結合キャパシタ４１
９として示されている、容量デバイスは、主ＬＮＡ４１２の入力と補助ＬＮＡ４１４の入
力との間のＡＣ結合を与えるように構成され得る。ＡＣ結合キャパシタ４１９は、補助利
得トランジスタ４３０のゲートと入力ノード４１８との間に結合され得る。
【００３９】
　[0047]第１のバイアス回路が第１の増幅器段の入力に結合され得る。たとえば、バイア
ス電圧、Ｖ＿ｂｉａｓ＿ｍａｉｎが、接続４１１からバイアス抵抗器４１３、Ｒ＿ｂｉａ
ｓ＿ｍａｉｎを通して、第１の利得トランジスタ４２０のゲートに与えられる。第２のバ
イアス回路が第２の増幅器段の入力に結合され得る。たとえば、バイアス電圧、Ｖ＿ｂｉ
ａｓ＿ａｕｘが、接続４１５からバイアス抵抗器４１７、Ｒ＿ｂｉａｓ＿ａｕｘを通して
、補助利得トランジスタ４３０のゲートに与えられる。
【００４０】
　[0048]例示的な実施形態では、主利得トランジスタ４２０および補助利得トランジスタ
４３０は、第１のトランスフォーマ４６２および第２のトランスフォーマ４６４にイント
ラＣＡ信号出力ＣＡ１およびインターＣＡ信号出力ＣＡ２を与えるために、第１のカスコ
ードトランジスタ４２４と、第２のカスコードトランジスタ４２６と、第１の補助カスコ
ードトランジスタ４３４と、第２の補助カスコードトランジスタ４３６との様々な組合せ
とともに有効にされ得る。主利得トランジスタ４２０は、一方のキャリアのみまたはＣＡ
１とＣＡ２の両方の出力を与えるために、第１のカスコードトランジスタ４２４および第
２のカスコードトランジスタ４２６のいずれかまたは両方とともに有効にされ得る。しか
しながら、ＤＳＤＳ動作モードでページング信号を監視するために補助利得トランジスタ
４３０が使用されるモードでは、主利得トランジスタ４２０を動作させることなしに補助
利得トランジスタ４３０を動作させることが、ページング信号の増幅を妨害し得る入力イ
ンピーダンス不整合を引き起こすことがある。したがって、そのようなモードで主利得ト
ランジスタ４２０をアクティブにすることを回避するために、補助整合回路（すなわち、
ＲＣネットワーク４５０）が、主利得トランジスタ４２０のゲートとＡＣ結合キャパシタ
４１９を通して補助利得トランジスタ４３０のゲートとに結合され得る。
【００４１】
　[0049]ＲＣネットワーク４５０は補助整合回路として動作するように構成され、抵抗デ
バイス（たとえば、抵抗器４５３）、および、スイッチングデバイス（たとえば、トラン
ジスタ４５２）と接地とに結合された容量要素（たとえば、キャパシタ４５４）を含む少
なくとも１つのインピーダンス要素を含む。スイッチングデバイスは、抵抗デバイスを介
して入力ノード４１８に結合される。たとえば、抵抗デバイス（たとえば、抵抗器４５３
）、スイッチングデバイス（たとえば、トランジスタ４５２）および容量デバイス（たと
えば、キャパシタ４５４）は、入力ノード４１８と接地との間に直列に結合され得る。Ｒ
Ｃネットワーク４５０は、容量デバイス（キャパシタ４５４）に結合されたスイッチング
デバイスを含み、スイッチングデバイスは、主ＬＮＡ４１２が無効にされている間に補助
ＬＮＡ４１４が有効にされるとき、制御入力（たとえば、信号（ａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅ
ｎ））に応答して、容量デバイスを入力ノード４１８に結合する。スイッチングデバイス
は、主ＬＮＡ４１２が無効にされるときに容量デバイスを入力ノード４１８に結合するこ
とによって、および主ＬＮＡ４１２が有効にされるときに容量デバイスを入力ノード４１
８から分離することによって、第１の増幅器段（主ＬＮＡ４１２）が有効にされるかどう
かに基づいて、第２の増幅器段（補助ＬＮＡ４１４）のインピーダンスを変更するように
構成され得る。
【００４２】
　[0050]例示的な実施形態では、補助整合回路（ＲＣネットワーク４５０）は、それのゲ
ートが抵抗器４５６を通して接続４５８上のイネーブル信号、ａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅｎ
に結合されたトランジスタ４５２を備える。トランジスタ４５２のソースは、キャパシタ
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４５４を通して接地に結合される。トランジスタ４５２のドレインは、入力ノード４１８
に結合された抵抗器４５３に結合される。トランジスタ４５２が有効にされるとき、抵抗
器４５３およびキャパシタ４５４は、補助利得トランジスタ４３０のゲートにおける入力
インピーダンス整合ネットワークを生成する。
【００４３】
　[0051]トランジスタ４５２は、主増幅器４１２が有効にされるかどうかに基づいて補助
ＬＮＡ４１４のインピーダンスを調整するように、制御入力（たとえば、信号ａｕｘ＿ａ
ｌｏｎｅ＿ｅｎ）に応答する。例示的な実施形態では、トランジスタ４５２は、主利得ト
ランジスタ４２０が有効にされることなしに補助利得トランジスタ４３０が動作している
とき、信号、ａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅｎによって有効にされる。
【００４４】
　[0052]主利得トランジスタ４２０がオンであり、補助利得トランジスタ４３０がオフで
あるモードで動作するとき、第１のカスコードトランジスタ４２４がｍａｉｎ＿ｅｎａ＿
ＣＡ１信号によって有効にされること、および／または第２のカスコードトランジスタ４
２６がｍａｉｎ＿ｅｎａ＿ＣＡ２信号によって有効にされることのいずれかまたは両方が
行われる。
【００４５】
　[0053]ＬＮＡ４１０は、１次ＬＮＡ４１２が有効にされるのか無効にされるのかから独
立して補助ＬＮＡ４１４を有効にするように構成可能であり得る。たとえば、ＬＮＡ４１
０は、主ＬＮＡ４１２および補助ＬＮＡ４１４が有効にされる第１のモードで動作するよ
うに構成され、ならびに主ＬＮＡ４１２が無効にされている間に補助ＬＮＡ４１４が有効
にされる第２のモードで動作するように構成され得る。主利得トランジスタ４２０がオン
であり、補助利得トランジスタ４３０がオンであるモードで動作する（たとえば、他方の
キャリアがアクティブである間に、キャリアの一方を使用してページング信号を受信する
）とき、第１のカスコードトランジスタ４２４がｍａｉｎ＿ｅｎａ＿ＣＡ１信号によって
有効にされること、または第２のカスコードトランジスタ４２６がｍａｉｎ＿ｅｎａ＿Ｃ
Ａ２信号によって有効にされることのいずれかが行われる。さらに、第１の補助カスコー
ドトランジスタ４３４がａｕｘ＿ｅｎａ＿ＣＡ１信号によって有効にされること、または
第２の補助カスコードトランジスタ４３６がａｕｘ＿ｅｎａ＿ＣＡ２信号によって有効に
されることのいずれかが行われる。主利得トランジスタ４２０がオフであり、補助利得ト
ランジスタ４３０がオンであるモードで動作する（たとえば、他方のキャリアがアクティ
ブでない間に、キャリアの一方を使用してページング信号を受信する）とき、トランジス
タ４５２は接続４５８上のａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅｎ信号によって有効にされ、第１の補
助カスコードトランジスタ４３４がａｕｘ＿ｅｎａ＿ＣＡ１信号によって有効にされるこ
と、および／または第２の補助カスコードトランジスタ４３６がａｕｘ＿ｅｎａ＿ＣＡ２
信号によって有効にされることのいずれかまたは両方が行われる。このようにして、補助
整合回路４５０は、補助利得トランジスタ４３０に入力インピーダンス整合を与え、主利
得トランジスタ４２０がオフである間に補助利得トランジスタ４３０がオンであることを
可能にする。主利得トランジスタ４２０がオフである間に補助利得トランジスタ４３０を
動作させることは、ＬＮＡ４１０における全体的電力消費を低減する。
【００４６】
　[0054]図５に、ＲＣネットワーク４５０のような、図４に関して前に説明したいくつか
の構成要素を含む増幅器５１０を含むシステムの別の例示的な実施形態を示す。増幅器５
１０は、ディジェネレーションインダクタ４３２を介して接地に結合された主ＬＮＡ４１
２を含む。主ＬＮＡ４１２および補助ＬＮＡ４１４は、負荷回路４６２、４６４に結合さ
れる。接続４１１とバイアス抵抗器４１３とを含む、第１のバイアス回路は、第１の利得
トランジスタ４２０のゲートに結合される。接続４１５とバイアス抵抗器４１７とを含む
、第２のバイアス回路は、補助利得トランジスタ４３０のゲートに結合される。
【００４７】
　[0055]増幅器５１０はまた、第２の主ＬＮＡ５１２のような、第２の主増幅器段を含む
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。第２の主ＬＮＡ５１２は、カスコードトランジスタ５２４（「ダイバート（divert）」
トランジスタ）を介して第１の負荷回路４６２に選択的に結合され、カスコードトランジ
スタ５２６を介して第２の負荷回路４６４に選択的に結合される、利得トランジスタ５２
０を含む。利得トランジスタ５２０のゲートは、主ＬＮＡ４１２の利得トランジスタ５２
０のゲートに直流（ＤＣ）結合され得る。利得トランジスタ５２０のソースは、ディジェ
ネレーショントランジスタ５３２を介して接地に結合される。
【００４８】
　[0056]主ＬＮＡ４１２および第２の主ＬＮＡ５１２は、主ＬＮＡ４１２が第１の負荷回
路４６２に結合され、第２の主ＬＮＡ５１２が第２の負荷回路４６４に結合され、主ＬＮ
Ａ４１２と第２の主ＬＮＡ５１２との間の電流フローを阻止する（または低減する）ため
にダイバートトランジスタ５２４が非アクティブにされる、キャリアアグリゲーションモ
ードで動作するように構成され得る。主ＬＮＡ４１２および第２の主ＬＮＡ５１２は、主
ＬＮＡ４１２および第２の主ＬＮＡ５１２が第１の負荷回路４６２に並列に結合されるよ
うに、ダイバートトランジスタ５２４がアクティブにされ、カスコードトランジスタ５２
６が非アクティブにされる、非キャリアアグリゲーションモードで動作するように構成さ
れ得る。
【００４９】
　[0057]接続４１６における入力信号ＲＦｉｎが、入力整合回路４２５を介して入力ノー
ド４１８に与えられる。入力整合回路４２５は、キャリアアグリゲーションモードおよび
非キャリアアグリゲーションモードで、主ＬＮＡ４１２および第２の主ＬＮＡ５１２の動
作中に入力インピーダンス整合を与えるように構成され得る。補助ＬＮＡ４１４が増幅器
５１０に（すなわち、主ＬＮＡ４１２と第２の主ＬＮＡ５１２とに）高入力インピーダン
スを与えるので、入力整合回路４２５は、補助ＬＮＡ４１４がアクティブであるかどうか
から独立して、主ＬＮＡ４１２および／または第２の主ＬＮＡ５１２がアクティブである
間に、有効入力インピーダンス整合を与え得る。
【００５０】
　[0058]補助ＬＮＡ４１４がアクティブである間に、主ＬＮＡ４１２および第２の主ＬＮ
Ａ５１２が非アクティブ（無効）である動作モードでは、補助整合回路４５０のトランジ
スタ４５２は接続４５８におけるａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅｎ信号によって有効にされ、第
１の補助カスコードトランジスタ４３４がａｕｘ＿ｅｎａ＿ＣＡ１信号によって有効にさ
れること、および／または第２の補助カスコードトランジスタ４３６がａｕｘ＿ｅｎａ＿
ＣＡ２信号によって有効にされることのいずれかまたは両方が行われる。このようにして
、補助整合回路４５０は、補助利得トランジスタ４３０に対する入力インピーダンス整合
を与え、主利得トランジスタ４２０および５２０がオフである間に補助利得トランジスタ
４３０がオンであることを可能にする。したがって、入力インピーダンスは、ＤＳＤＳ構
成において異なる増幅器利得をサポートし得る３つ以上の増幅段を有する増幅器５１０の
動作モードに基づいて、変更され得る。
【００５１】
　[0059]図６を参照すると、方法の例示的な実施形態が示されており、全体的に６００と
称される。方法６００は、図４のＬＮＡ４１０または図５の増幅器５１０を含む図１のワ
イヤレスデバイス１１０のような、複数の増幅段とＲＣ整合ネットワークとをもつ増幅器
を含むワイヤレスデバイスにおいて実行され得る。たとえば、方法６００は、図４のＬＮ
Ａ４１０によって、または図５の増幅器５１０によって実行され得る。
【００５２】
　[0060]方法６００は、６０２において、第１の増幅器段の入力と第２の増幅器段の入力
とにおいて入力信号を受信することを含む。第１の増幅器段は、第１のキャリア信号を増
幅するように構成され得、第２の増幅器段は、第２のキャリア信号を増幅するように構成
され得る。たとえば、入力信号は、図４または図５の入力ノード４１８において受信され
得る。第１の増幅器段は、例示的な非限定的な例として、図４または図５の主ＬＮＡ４１
２あるいは図５の第２のＬＮＡ５１２に対応し得る。例示のために、入力信号は、デュプ
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レクサまたはスイッチ３４６を介して図３のアンテナ３４８から受信されたＲＦ信号であ
り得る。
【００５３】
　[0061]６０４において、第１の増幅器段に結合され、第２の増幅器段に結合された抵抗
容量性（ＲＣ）ネットワークにおいて、制御入力を受信する。たとえば、制御入力は、抵
抗器４５６を介して図４～図５のトランジスタ４５２に到る接続４５８上に与えられたイ
ネーブル信号（ａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅｎ）に対応し得る。制御入力は、増幅器の動作モ
ードに基づいて、図３のデータプロセッサ３１０によるような、制御回路によって選択さ
れ、生成され、または場合によっては与えられ得る。
【００５４】
　[0062]たとえば、増幅器は、デュアル加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デュアルスタン
バイ（ＤＳＤＳ）動作モードで動作し得る。ＤＳＤＳモードでは、第１の増幅器段は、第
１の増幅器段が有効にされるときに第１のキャリア信号を増幅するように構成された主増
幅器段であり得る。第１のキャリア信号が主たる受信信号を含まないとき、第１の増幅器
段は無効にされ得る。第２の増幅器段は、ページング信号を検出するために第２のキャリ
ア信号を増幅するように構成された補助増幅器段に対応し得る。制御入力は、スイッチン
グデバイスに、第１の増幅器段が有効にされるモードでの動作中に、抵抗器４５３を通る
電流を阻止することなどによって、入力ノードからＲＣネットワークの少なくとも１つの
インピーダンス要素を分離させ得る。制御入力は、スイッチングデバイスに、第２の増幅
器段に入力インピーダンス整合を与えるために第１の増幅器段が無効にされるモードでの
動作中に、入力ノードに少なくとも１つのインピーダンス要素（たとえば、キャパシタ４
５４）を結合させ得る。
【００５５】
　[0063]方法６００は、それぞれのキャリア信号に独立して制御可能な利得レベルを与え
得る複数の増幅段の動作を可能にする。ＤＳＤＳページング信号のために第２の増幅器段
が有効のままである間に、第１の増幅器段を無効にすることによって電力消費を低減する
シングルを使用して、ＤＳＤＳモードのような、様々な動作モードがサポートされ得る。
その結果、ＤＳＤＳページングモードのように、第１の増幅器段のための受信信号が存在
しないときに、第２の増幅器段に入力インピーダンス整合を与えるために第１の増幅器段
をオンに保つ増幅器と比較して、増幅器の電力消費が低減され得る。
【００５６】
　[0064]図６は方法６００の要素の特定の順序を示しているが、他の実施形態では、方法
６００の要素は別の順序で実行され得ること、あるいは同時にまたは実質的に同時に実行
され得ることを理解されたい。たとえば、（６０４において）制御信号がスイッチングデ
バイスに与えられるのと同時に（または実質的に同時に）（６０２において）入力信号が
第１の増幅器段の入力および第２の増幅器段の入力に与えられ得る。
【００５７】
　[0065]開示する実施形態に関連して、第１のキャリア信号を増幅するための第１の手段
を含む装置について説明する。たとえば、増幅するための第１の手段は、図２または図３
の第１の増幅器段２０２、図４または図５の主ＬＮＡ４１２、図５の第２のＬＮＡ５１２
、１つまたは複数の他の増幅器回路、またはそれらの任意の組合せを含み得る。
【００５８】
　[0066]本装置は、第２のキャリア信号を増幅するための第２の手段を含む。たとえば、
増幅するための第２の手段は、図２または図３の第２の増幅器段２０４、図４または図５
の補助ＬＮＡ４１４、１つまたは複数の他の増幅器回路、あるいはそれらの任意の組合せ
を含み得る。
【００５９】
　[0067]本装置は、ＲＣインピーダンスを与えるための手段を含み、ＲＣインピーダンス
を与えるための手段は、増幅するための第１の手段に結合され、増幅するための第２の手
段に結合され得る。ＲＣインピーダンスを与えるための手段は、抵抗容量性（ＲＣ）ネッ
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トワークを含み得、ＲＣネットワークは、入力ノードと接地との間に直列結合された抵抗
器とキャパシタとを含む。たとえば、ＲＣインピーダンスを与えるための手段は、図２ま
たは図３のＲＣネットワーク２０６、図４～図５のＲＣネットワーク４５０、１つまたは
複数の他のスイッチングデバイス（たとえば、トランジスタ、スイッチングダイオードな
ど）、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。
【００６０】
　[0068]本装置はまた、増幅するための第１の手段に結合されたバイアスするための第１
の手段と、増幅するための第２の手段に結合されたバイアスするための第２の手段とを含
み得る。たとえば、バイアスするための第１の手段は、図４または図５の接続４１１、図
４または図５のバイアス抵抗器４１３、電圧バイアスを与えるための別のノード、接続、
電圧源、または他の回路要素、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。別の例として
、バイアスするための第２の手段は、図４または図５の接続４１５、図４または図５のバ
イアス抵抗器４１７、電圧バイアスを与えるための別のノード、接続、電圧源、または他
の回路要素、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。
【００６１】
　[0069]本装置はまた、増幅するための第１の手段の入力と増幅するための第２の手段の
入力との間の交流（ＡＣ）結合を与えるための手段を含み得る。たとえば、ＡＣ結合を与
えるための手段は、図４または図５のＡＣ結合キャパシタ４１９、１つまたは複数の他の
容量性回路要素、あるいはそれらの任意の組合せを含み得る。
【００６２】
　[0070]本明細書で説明したＲＣ整合ネットワークをもつ増幅器は、デュアルＳＩＭデュ
アルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作のために使用され得、１つまたは複数のＩＣ、アナログ
ＩＣ、ＲＦＩＣ、混合信号ＩＣ、ＡＳＩＣ、プリント回路板（ＰＣＢ）、電子デバイスな
どの上に実装され得る。ＲＣ整合ネットワークをもつ増幅器はまた、相補型金属酸化物半
導体（ＣＭＯＳ）、ＮチャネルＭＯＳ（ＮＭＯＳ）、ＰチャネルＭＯＳ（ＰＭＯＳ）、バ
イポーラ接合トランジスタ（ＢＪＴ）、バイポーラＣＭＯＳ（ＢｉＣＭＯＳ）、シリコン
ゲルマニウム（ＳｉＧｅ）、ガリウムヒ素（ＧａＡｓ）、ヘテロ接合バイポーラトランジ
スタ（ＨＢＴ）、高電子移動度トランジスタ（ＨＥＭＴ）、シリコンオンインシュレータ
（ＳＯＩ）のような、様々なＩＣプロセス技術を用いて作製され得る。
【００６３】
　[0071]本明細書で説明したＲＣ整合ネットワークをもつ増幅器を実装する装置は、デュ
アルＳＩＭデュアルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作のために使用され得、スタンドアロンデ
バイスであり得るか、またはより大きいデバイスの一部であり得る。デバイスは、（ｉ）
スタンドアロンＩＣ、（ｉｉ）データおよび／または命令を記憶するためのメモリＩＣを
含み得る１つまたは複数のＩＣのセット、（ｉｉｉ）ＲＦ受信機（ＲＦＲ）またはＲＦ送
信機／受信機（ＲＴＲ）のようなＲＦＩＣ、（ｉｖ）移動局モデム（ＭＳＭ）のようなＡ
ＳＩＣ、（ｖ）他のデバイス内に埋め込まれ得るモジュール、（ｖｉ）受信機、セルラー
フォン、ワイヤレスデバイス、ハンドセット、またはモバイルユニット、（ｖｉｉ）その
他であり得る。
【００６４】
　[0072]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプ
ログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通
信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可
能な媒体であり得る。例示的な実施形態では、ストレージデバイスは、物理ストレージ材
料の光反射率または磁気配向、トランジスタのフローティングゲートにまたはキャパシタ
のプレートに記憶された電荷量に基づくような、過渡信号または伝搬信号でない形式でデ
ータを記憶する。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、
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ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁
気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構
造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュー
タによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接
続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル
、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線
、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、
または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、
ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術
は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc
）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、
光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商
標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここ
で、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データ
をレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含める
べきである。
【００６５】
　[0073]本明細書で使用する「構成要素」、「データベース」、「モジュール」、「シス
テム」などの用語は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組
合せ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアなど、コンピュータ関連のエンティテ
ィを指すものとする。例示のために、図３のデータプロセッサ３１０は、図４または図５
の制御信号「ａｕｘ＿ａｌｏｎｅ＿ｅｎ」の値を選択するためのプログラム命令、図４の
スイッチ４２４、４２６、４３４および４３６を制御するための制御信号の値を選択する
ためのプログラム命令、ならびに／あるいは図５のスイッチ４２４、５２４および４２６
を制御するための制御信号の値を設定するためのプログラム命令を実行し得る。たとえば
、構成要素は、限定はしないが、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ、オブ
ジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プログラム、および／またはコンピュータであ
り得る。例として、コンピューティングデバイス上で実行しているアプリケーションと、
そのコンピューティングデバイスの両方が構成要素であり得る。１つまたは複数の構成要
素がプロセスおよび／または実行スレッド内に常駐し得、１つの構成要素が１つのコンピ
ュータ上に配置され得、および／または２つまたはそれ以上のコンピュータ間に分散され
得る。さらに、これらの構成要素は、様々なデータ構造を記憶している様々なコンピュー
タ可読媒体から実行し得る。これらの構成要素は、１つまたは複数のデータパケット（た
とえば、信号を介して、ローカルシステム、分散システム内の別の構成要素と相互作用し
、および／またはインターネットなどのネットワーク上で他のシステムと相互作用する１
つの構成要素からのデータ）を有する信号に従うことなどによって、ローカルプロセスお
よび／またはリモートプロセスを介して通信し得る。
【００６６】
　[0074]選択された態様について詳細に図示および説明したが、以下の特許請求の範囲に
よって定義されるように、本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、様々な置換お
よび改変を本明細書で行い得ることを理解されよう。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　装置であって、前記装置は下記を備える、
　第１のキャリア信号を増幅するように構成された第１の増幅器段と、
　第２のキャリア信号を増幅するように構成された第２の増幅器段と、
　前記第１の増幅器段に結合され、前記第２の増幅器段に結合された抵抗容量性（ＲＣ）
ネットワーク、ここで、前記ＲＣネットワークが、容量要素に結合された抵抗要素を含む
。
　　［Ｃ２］
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　第１の負荷回路と第２の負荷回路とをさらに備え、ここにおいて、前記第１の増幅器段
が、前記第１の負荷回路に結合された第１のスイッチと、前記第２の負荷回路に結合され
た第２のスイッチとを含む、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ３］
　前記第２の増幅器段が、前記第１の負荷回路に結合された第３のスイッチと、前記第２
の負荷回路に結合された第４のスイッチとを含む、Ｃ２に記載の装置。
　　［Ｃ４］
　前記第１の増幅器段が、キャリアアグリゲーション動作モードをサポートするように構
成され、前記第２の増幅器段が、デュアル加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デュアルスタ
ンバイ（ＤＳＤＳ）動作モードで、ページング信号を検出するために前記第２のキャリア
信号を増幅するように構成された、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ５］
　前記ＲＣネットワークが、スイッチングデバイスをさらに含み、前記容量要素が、前記
スイッチングデバイスと接地とに結合された、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ６］
　前記スイッチングデバイスは、制御入力に応答し、前記第１の増幅器段が有効にされる
かどうかに基づいて前記第２の増幅器段のインピーダンスを変更するように構成される、
Ｃ５に記載の装置。
　　［Ｃ７］
　前記第１の増幅器段および前記第２の増幅器段が、低雑音増幅器（ＬＮＡ）中に含まれ
、ここにおいて、前記ＬＮＡは、前記第１の増幅器段が有効にされるかどうかから独立し
て前記第２の増幅器段を有効にするように構成可能である、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ８］
　前記第１の増幅器段および前記第２の増幅器段は、前記第１の増幅器段および前記第２
の増幅器段が有効にされる第１のモードで動作し、および第２のモードで動作するように
構成された低雑音増幅器（ＬＮＡ）中に含まれる、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ９］
　前記第２のモードで、前記第１の増幅器段が無効にされている間に、前記第２の増幅器
段が有効にされる、Ｃ８に記載の装置。
　　［Ｃ１０］
　前記第１の増幅器段の入力と前記第２の増幅器段の入力との間の交流（ＡＣ）結合を与
えるキャパシタをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ１１］
　前記第１の増幅器段に結合された第１のバイアス回路と、前記第２の増幅器段に結合さ
れた第２のバイアス回路とをさらに備える、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ１２］
　前記第１の増幅器段が、第１の利得を与えるように構成され、前記第２の増幅器段が、
前記第１の利得とは異なる第２の利得を与えるように構成された、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ１３］
　前記第１の増幅器段がディジェネレーション回路を介して接地に結合され、前記第２の
増幅器段が接地に直接結合された、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ１４］
　装置であって、前記装置は下記を備える、
　第１のキャリア信号を増幅するための第１の手段と、
　第２のキャリア信号を増幅するための第２の手段と、
　抵抗容量性（ＲＣ）インピーダンスを与えるための手段、ここで、前記ＲＣインピーダ
ンスを与えるための前記手段が、増幅するための前記第１の手段に結合され、および増幅
するための前記第２の手段に結合される。
　　［Ｃ１５］
　前記ＲＣインピーダンスを与えるための前記手段が、スイッチングのための手段と接地
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とに結合された容量要素を含む、Ｃ１４に記載の装置。
　　［Ｃ１６］
　増幅するための前記第１の手段が、キャリアアグリゲーション動作モードをサポートす
るように構成され、増幅するための前記第２の手段が、デュアル加入者識別モジュール（
ＳＩＭ）デュアルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作モードで、ページング信号を検出するため
に前記第２のキャリア信号を増幅するように構成される、Ｃ１４に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　増幅するための前記第１の手段の入力と増幅するための前記第２の手段の入力との間の
交流（ＡＣ）結合を与えるための手段をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　増幅するための前記第１の手段に結合されたバイアスするための第１の手段と、
　増幅するための前記第２の手段に結合されたバイアスするための第２の手段と
をさらに備える、Ｃ１４に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　方法であって、前記方法は下記を備える、
　第１の増幅器段の入力と第２の増幅器段の入力とにおいて入力信号を受信すること、こ
こで、前記第１の増幅器段が、第１のキャリア信号を増幅するように構成され、前記第２
の増幅器段が、第２のキャリア信号を増幅するように構成される、と、
　前記第１の増幅器段に結合され、前記第２の増幅器段に結合された抵抗容量性（ＲＣ）
ネットワークにおいて、制御入力を受信すること。
　　［Ｃ２０］
　デュアル加入者識別モジュール（ＳＩＭ）デュアルスタンバイ（ＤＳＤＳ）動作モード
で、前記第１の増幅器段は、前記第１の増幅器段が有効にされたときに、第１のキャリア
信号を増幅するように構成され、前記第２の増幅器段は、ページング信号を検出するため
に第２のキャリア信号を増幅するように構成される、Ｃ１９に記載の方法。
【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｄ】 【図３】
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